




















い る こ と”を 否 定 的 に 捉 え が ち で あ る が，
Winnicott（1958）はそれを肯定的に捉え，「ひ






























Blehar & Waters & Wall, 1978）に対応した安
定型・回避型・アンビバレント型という３つの














































































































































































回避型（N＝41） 安定型（N＝33） アンビバレント型（N＝10） 不安定複合型（N＝10） 混乱型（N＝23）
M SD M SD M SD M SD M SD
くつろぎと孤独欲求 3.65 0.622 3.52 0.528 4.04 0.506 3.77 0.591 3.95 0.623
孤独不安耐性 2.83 0.621 3.14 0.656 2.64 0.483 2.67 0.786 2.76 0.803
つながりの感覚 3.42 0.618 3.77 0.467 3.34 0.486 2.88 0.748 3.3 0.726


































































































































低低群（N＝17） 高高群（N＝12） 高低群（N＝10） 低高群（N＝10）
多重比較
M SD M SD M SD M SD
くつろぎと孤独欲求 3.61 0.673 3.36 0.516 4.14 0.626 3.77 0.474 高低群＞高高群
孤独不安耐性 3.11 0.69 2.39 0.495 2.93 0.712 2.73 0.528 低低群＞高高群
つながりの感覚 3.44 0.721 3.35 0.556 3.25 0.844 3.43 0.479
個別性に対する気づき 4.12 0.645 4.03 0.627 3.7 0.793 3.83 0.134
受容
低低群（N＝17） 高高群（N＝11） 高低群（N＝11） 低高群（N＝10）
多重比較
M SD M SD M SD M SD
くつろぎと孤独欲求 3.58 0.599 3.89 0.622 3.46 0.629 3.91 0.663
孤独不安耐性 2.73 0.555 3.27 0.722 2.53 0.559 2.78 0.719
つながりの感覚 3.5 0.596 3.73 0.583 2.77 0.553 3.45 0.541 高低群＞低低群，高高群，低低群
個別性に対する気づき 3.94 0.58 4.24 0.56 3.52 0.689 4.13 0.571 高高群＞高低群
適応援助
低低群（N＝12） 高高群（N＝15） 高低群（N＝10） 低高群（N＝12）
M SD M SD M SD M SD
くつろぎと孤独欲求 3.89 0.72 3.55 0.549 3.43 0.513 3.89 0.672
孤独不安耐性 2.86 0.885 2.74 0.552 2.7 0.491 2.97 0.746
つながりの感覚 3.4 0.648 3.54 0.678 3.18 0.541 3.32 0.734
個別性に対する気づき 3.86 0.577 3.96 0.677 3.77 0.817 4.19 0.46
自信
低低群（N＝19） 高高群（N＝10） 高低群（N＝11） 低高群（N＝9）
M SD M SD M SD M SD
くつろぎと孤独欲求 3.65 0.653 3.55 0.409 3.61 0.721 4.04 0.654
孤独不安耐性 2.72 0.591 2.72 0.559 2.78 0.918 3.18 0.528
つながりの感覚 3.32 0.576 3.55 0.581 3.48 0.709 3.18 0.836
個別性に対する気づき 3.82 0.622 3.97 0.532 4.3 0.526 3.78 0.816
自立促進
低低群（N＝13） 高高群（N＝13） 高低群（N＝16） 低高群（N＝7）
M SD M SD M SD M SD
くつろぎと孤独欲求 3.66 0.474 3.52 0.587 3.67 0.698 4.1 0.765
孤独不安耐性 2.85 0.561 2.59 0.598 2.97 0.639 2.82 1.001
つながりの感覚 3.3 0.693 3.28 0.569 3.59 0.717 3.23 0.584
個別性に対する気づき 3.74 0.434 3.9 0.417 4.08 0.793 4.14 0.879
分離不安
低低群（N＝7） 高高群（N＝9） 高低群（N＝17） 低高群（N＝16）
M SD M SD M SD M SD
くつろぎと孤独欲求 3.48 0.581 3.49 0.66 3.76 0.649 3.82 0.631
孤独不安耐性 2.74 0.695 2.53 0.752 2.89 0.684 2.94 0.589
つながりの感覚 3.23 0.671 3.33 0.622 3.57 0.698 3.27 0.627






































F(3,45) ＝ 1.20，p ＝ .322；「 孤 独 不 安 耐 性 」
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